


株式会社Kalm角山



株式会社 Ｋａｌｍ 角山

代表取締役 川口谷 仁

1972年1月生まれ

東京都板橋区出身

1995年4月 中小企業向けノンバンクに就職

2000年6月 同社退職、関ファーム（札幌市）へ転職

   妻の実家北海道へ移住

2007年9月 牧場を江別市角山へ移転

2008年4月 酪農教育ファームの認証取得

2014年1月 株式会社 Kalm 角山 専務取締役 就任

2019年1月 株式会社 Kalm 角山 代表取締役兼CEO 就任

2020年1月 北のオーガニックファーム株式会社 代表取締役就任

2021年4月 サツラク農業業同組合 代表監事就任

2024年2月 一般社団法人北海道農業法人協会 副会長理事就任

2024年4月 サツラク農業協同組合 専務理事就任

2025年6月 公益社団法人日本農業法人協会 副会長理事就任

至 現職

Ｋａｌｍ＝穏やかな（オランダ語）



＜社是（存在理念）＞



会社概要
設  立  ： ２０１４年１月（稼働開始：２０１５年８月３０日）

資 本 金：   ３０００万円（設立時５００万円）

住  所  ： 江別市角山４９１

構成員  ： サツラク農協組合員 ４名

従業員  ：    グループ全体 １５名（２０２５年１０月現在） 他外国人技能実習生８名 合計２３名

関連会社：   北のオーガニックファーム(株)（Ｋａｌｍ５１％出資）
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○敷地面積５ヘクタール、総事業費１６．８億円

○４８０頭フリーストール牛舎、自動搾乳ロボット８台

○１００頭哺育舎

○３００ｋｗｈバイオガスプラント施設

○管理乳牛１０００頭、年間生乳出荷量７，０９１t

（２０２４年度、全国７０位／１０，０００戸）

事業規模



酪農家５戸による
協業法人設立

サスティナビリティ
スケールメリット

地域貢献 供給責任

＜設立趣旨＞
ロボット搾乳による

スマート化

認証による
システム化

糞尿バイオガスによる
循環農業

日本初の

メガロボットファーム

人員削減・生産性向上

２０１６年７月取得 ２０１７年１１月取得

※食の安全確保・生産性向上※ガバナンス・コンプライアンスの確立
発電能力３００ｋｗｈ

循環型農業・環境対策の強化



JGAPの意義→生産責任を明確に

• ガバナンス

経営責任／組織体制／不正行為

企業体・事業体としての責任

• コンプライアンス

法令遵守／社会規範委に反しない

社会的責任を果たす

ガバナンス・コンプライアンスの確立

農場（ノウハウ）⇒企業（システム）として運用する

社会から信頼される企業へ（対等な取引へ）
Trust＆Promise



異業種との連携



家業から事業へ

酪農家から酪農業へ。
【業】とすることで、生産工程の明確な裏付けを。

生産者責任は信頼と約束。
生産者責任を明確にするために、

ガバナンスの確立・コンプライアンスの遵守

＜課題＞

持続可能な農業経営体へ



Ｋａｌｍのまとめ
①地域の酪農家５戸による協業法人の設立

→大規模化・法人化（増産安定供給への寄与）

②搾乳ロボットを８台設置し大規模化

→アジア初の取り組み（スマート農業）

③糞尿バイオガスプラントの設置

→循環型農業の確立（SDGs）

④消化液（糞尿スラリー）の浄化設備設置による河川放流の実施（SDGｓ）

→大規模酪農業としては国内初（環境負担軽減）

⑤北海道コカ・コーラからコーヒー粕を供給、敷料資材として再利用（SDGｓ）

→２０２４年度まで農水省による実証実験を実施（100％補助）

⑥農場HACCP・JGAPの認証取得（システム農業）

→両方の取得は国内酪農第1号

⑦デザミス（株）との事業提携（アニマルウェルフェア）

→センサー利用による牛の行動管理と疾病予防

⑧オーガニック牛乳（有機JAS認証）を出荷（付加価値化）

→東京の企業との共同出資により子会社設立

⑨耕種農家との連携による稲WCS生産と利用（国産飼料自給率UP）
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会社名 株式会社 Ｋａｌｍ 角山
資本金 ３，０００万円
代表者 川口谷 仁
所在地 〒０６７－００５２ 北海道江別市角山４９１番地
お問い合わせ ＴＥＬ ０１１－３７８－６８５８
メール contact@kalm.co.jp
担当者 渡辺・若林

愛 貢献 感謝 挑戦

悠々として急げ

mailto:kalm@triton.ocn.ne.jp


株式会社ユニオンファーム



Union farm

農業に“競争力”を



Union farm

総面積4.8haのビニールハウスは
すべて有機JAS認証圃場

1年を通じて1２品目の有機野菜を生産し、
主要取引先SM様、GMS様に向け、
葉物野菜のラインナップを取り揃えております。



（沿 革）
２０００年   9月
２００１年 12月
２００４年 １０月
２００５年  ４月
２００６年  ４月
２００７年  ４月

  １０月
２００９年   ５月

      ４月
２０１０年   ５月
２０１３年   ５月

      ８月
      ９月

２０１４年   ８月
２０１５年 １２月
２０１７年   ６月

      １０月
２０１９年   ３月
２０２０年   ４月

      ７月
２０２３年   ５月
２０２４年   ３月

農業生産法人

Union farm

非農家出身者（出身母体：アイアグリ㈱）で農業生産法人を設立
有機ＪＡＳ認証取得
フランチャイズ農場事業開始
研修受入開始。第１期研修生受入
ＪＧＡＰ認証取得
フランチャイズ農場第１号 設立
野菜成分分析開始（硝酸イオン・糖度・抗酸化力・ﾋﾞﾀﾐﾝC）
防除手段として天敵資材導入（中央農研と共同研究）
水稲事業展開
新パックハウス稼動
新規参入企業コンサルティング・運営委託事業開始（第１案件：住化ファーム茨城）
ライスセンター建設
玄米の香港向け輸出開始
ＩＣＴ活用技術開発プロジェクト始動
Ｇｌｏｂａｌ Ｇ．Ａ．Ｐ認証取得
第三者割当増資により資本金３０百万円
茨城県笠間市に有機野菜事業の第２生産拠点を新設
水稲事業を営業譲渡
株式会社ユニオンファームに商号変更
ビジョン２０２０「第２創業期」策定
パックハウス拡張
パックハウス・事務所屋根上太陽光発電システム稼働



Union farm

会社概要・商品特徴

◆農業外からの新規参入で2000年創業
「新農創造」の理念のもと、有機野菜市場の拡大をめざし、 有機栽培での野菜生産をはじめ、順次生産規模を拡大。

育成した新規就農者とともに５．３haのビニールハウスで 葉物野菜に特化した生産をし、「元気野菜」として販売。

◆有機農業は“サステイナブルな農業”の目印
生態系や土・水への負荷を最小限に留め、遠い未来に向けて、長く栽培ができる環境があってこそ、野菜作りのノウハウは
蓄積でき、高いレベルへと上がっていける。

◆消費者の期待に応える確かな安全
化学農薬を使わない有機農業であっても、野菜に混入・付着する危害要因を取り除かなくてはならない。

2006年にJGAP認証を取得し、より確かな安全・安心を提供したい。

◆“元気”な土で作られる“元気”な野菜
適度に柔らかく、栄養バランスが整い、生態系が豊かな土。科学的に土が“健康”かどうかを診ていくと、その土で育まれ
た野菜は、えぐみが少なく、優しい味に。身体が欲しがるおいしさをもつ有機野菜を提供していきたい。



Union farm

第２創業期、始まる！

創業20年を経て、次の30年のための礎を作り、
100年企業を目指す



Union farm

経営理念「新農創造」
・新しい農業経営を造る
・新しい農産物の価値を創る
・新しい農業者を育てる

ビジョン2020 「一つ次の新しさ“進化”を」
「新しさ」は生まれた後から古くなっていく。

持続可能な成長を続けるために、進化を遂げていく。

経営方針 「進化」は「過去」を土台に作られる
「過去」を安定した土台にする・・・個人に依存しない仕事の仕方、モノづくり

「進化」とはそれを充実させる新たな取り組み



有限会社山波農場



名称 有限会社 山波農場

代表者 山波 剛

所在地 新潟県柏崎市水上467番地

設立年月日 1992（平成4）年11月2日

資本金 3,500千円

役員 3名

社員 12名

年間延べ臨時雇用 1,498人（2024年度）

JGAP認証初年度  2012年

事業内容

米生産加工販売
野菜生産販売
農作業及び農業土木受託
道路除雪



代表者 山波 剛

最終学歴 コンピュータ専門学校卒業

就農 1991年4月

入社 1992年11月

役員就任 2000年

代表取締役就任 2011年



事業別カレンダー

事業区分 / 月 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

米生産

野菜生産

モチ加工

米粉クレープ

道路除雪



稲作作業責任者一覧

作業責任者は週間ミーティングに

て今週の作業結果の報告をし、反

省後、来週の作業計画を連絡する

こと。 

※作業能力度ランク 背景色

Ｓ－黒 Ａ－赤

Ｂ－オレンジ Ｃ－緑 Ｄ－青

※◎作業責任者 ○作業副責任者

※作業責任者は各作業において、

作業を計画、実行、反省すること。

※作業副責任者は作業責任者が諸

事情により責任を負えないとき、

作業を計画、実行、反省すること。

※責任能力を最高７～最低１の７

段階で評価する。（必要に応じて副

責任者も評価する。）

水田整地・整備

※１※６※10

水管理

※２

苗代作成

※２

種子選別

※２

水田外除草

※２※３ ※６

種子消毒・浸種

※２

畦塗

※２※６

催芽・播種・

  出芽・苗出し

※１※２※10

育苗箱・敷紙管理

育苗

※２

施肥

※２※６

耕起

※２※６

代かき

※２※６

田植

※２※６

水田内除草

※２※３※６

溝切

※２

転作田・休耕地

管理

※２※３※６

防除

※２※６

電気柵設置・

管理・撤去

※２

水はかせ

※２

稲刈

※２※６

荷受・乾燥・

調製・籾殻処理・

  米検査前出荷

※１※２※５※７

※８※10

米検査

米保管・出荷

※１※２※７※８



株式会社ベジアーツ
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2025/11/17 62



2025/11/17 63

ASIAGAP認証取得
↓

現在はJGAP



2025/11/17 64
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合同会社ねっか





① 過疎化が進む只見町
 1950年 13,000人 ⇨ 2000年 5,500人 ⇨ 2025年 3,200人 高齢化率 48% 福島県第5位

 面積747.53ｋ㎡ 宅地1.63ｋ㎡ (0.22%)、田5.89ｋ㎡ (0.79%)、畑2.45ｋ㎡ (0.33%)
⇨生活の不便さから町外に出てしまう（専門病院まで100キロ(出産も同様）

② 稲作の現状と新規就農が見込めない稲作
・人と機械の高齢化や、町外に住む地主が増え、田んぼを放棄する方が多くなっている。
・人口が少ない上に、新規で稲作をはじめようとすると高額な資金が必要となることから、

新規就農は難しい。（高額な機械の購入 トラクター・田植え機・コンバイン・乾燥機）
・冬季の就労

積雪3m以上も積もる豪雪地帯なので、冬季の働く場所が少ない。

③ 手土産として持っていける特産品・名産品がほとんどない
 酒蔵も無く、有名な隣町の南郷トマトが手土産

只見町が抱える３つの課題を解決！！
田んぼを守り、冬の雇用が出来て、地域の人たちが手土産として望む特産品

福島県初の特産品焼酎免許取得
田んぼ守る 只見ブランド米協議会設立
雇用 冬期間の農業者の雇用5名程度

特定地域つくり事業協同組合設立（U・Iターン者を10名程度雇用）



会社概略
2016年  7月11日  合同会社設立

2017年 1月24日 福島県初特産品しょうちゅう免許交付/ 製造開始

2017年   4月17日    米焼酎ねっか発売開始

2017年 IWSC2017シルバーメダル受賞

2018年 HKIWSC2018(香港）ゴールドメダル受賞

2018年 第4回ふくしま地産地消大賞大賞受賞

2019年 CINVE2019(スペイン） 最高賞受賞

2019年 新しい東北復興ビジネスコンテスト大賞受賞

2020年 TWSC2020(東京）ねっか・ばがねっか金賞受賞

2021年 六次化産業アワード食糧産業局長賞

2021年 KURAMASUTER(フランス）金賞受賞

2021年 日本初「輸出用清酒製造免許」交付

2021年 FUKUSHIMA NEXT 福島県知事賞受賞

2022年 ふくしまベンチャーアワード優秀賞受賞

2022年 TWSC2022(東京）奥会津ねっか・ばがねっか金賞受賞

2022年 KURAMASUTER(フランス）奥会津ねっか・ねっか４４金賞受賞

2023年 日本農業賞特別賞受賞

2023年 TWSC2023(東京）奥会津ねっか・ばがねっか金賞受賞

2023年 KURAMASUTER(フランス）奥会津ねっか金賞

2024年 TWSC2024（東京）奥会津ねっか最高金賞受賞・殿堂入り

ばがねっか金賞・ベストカテゴリー・殿堂入り

2024年 ディスカバーむらの宝アワード審査委特別賞受賞

2025年 ミラノ酒コレクション 奥会津ねっか・ばがねっか最高賞



子供達もお酒と関わる？？

◎ First Step. 地域のおいしいお米を知る
田植え、稲刈り、学校給食等で自分たちが作ったお米を食べる

お米を通じて地域の魅力を知る ⇒ あたりまえが当たり前じゃない

◎ Second Step. もう一度地域を思い出してもらう
高校卒業後、大多数が地域から巣立つ

二十歳のつどいで地域との関わり方を、もう一度考えてもらう

地元に帰るばかりが、地域と関わることではない

・イベントに顔出す ・地域の物産品を買う ・友人を連れて遊びに来る

将来的な関わり方も考えるきっかけになったら嬉しい。



ＪＧＡＰ認証圃場で栽培した
只見のお米でつくる本物の地酒

私たちの酒造りは、米作りから始まります。

本物の地酒とは、土地の米と、土地の水を使用し、土地の人で造る。

そして、土地の人たちに喜ばれる酒である。そう私たちは考えます。

すべての圃場でJGAPを取得し、徹底した品質管理で米つくりをしています。

●自社圃場 7ha  ● 役員総管理圃場圃場 200ha

なぜ“お酒の米”でもJGAP認証にこだわるのか

①酒税法に基づく原料米のトレーサビリティ
生産から製造まで一貫した記録管理 安心・安全で正確な原料証明が可能

②輸出市場で求められる安全性の証明
海外では「安全・持続可能な農業認証」が信頼の基準 福島から発信するお酒だからこそ、より安心を

③ユネスコエコパーク・只見への配慮
豊かな自然環境と共生する農業を実践 地域の自然と文化を未来へつなぐ取り組み



パネルトーク



論点

10年後、日本農業はどうなると
思いますか

そこに向けて、農業経営者として、
どのような手を打ちますか

そのために、GAPは道具として
どう役に立つのか



統計

消費者

人口推移と偏り／世帯

農業経営体

規模／労働者数

環境

地球温暖化

JAS有機認証農場とGAP認証農場
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毎日新聞
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国土交通省会議資料
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農業
経営体

規模
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■農家の規模別の戸数の比率
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小規模農家

大規模経営:経営耕地面積10ha以上の農業経営体

出所：宮城大学大泉一貫名誉教授が「農林業センサス」に基づき作成。30年、35年は予測
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出所：宮城大学大泉一貫名誉教授が「農林業センサス」に基づき作成。30年、35年は予測
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JA全中 農業協同組合新聞を基に作成

農業
経営体

労働者数

出典：〈基幹的農業従事者数〉農林業センサスより全中推計
〈農地面積〉国土交通省「国土の長期展望」における単純推計
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■農業構造の将来見通し



環境

地球
温暖化



環境

有機JAS
認証農家数

■有機JASを取得している農家戸数の推移



一般財団法人 日本GAP協会

環境

GAP
認証農家数

■JGAP/ASIAGAP認証農場数

※各年3月末時点。農場数は個別認証と団体認証の所属農場数の合計
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